




緒言 

 未熟児網膜症による失明の原因が主として網膜剥離であることは広く認められているが,

この網膜剥離には出生後数ヶ月で早期に発症するものと,数年以上経過した後に発症する

晩発生のものとの 2種あることが知られている。この 2種類の網膜剥離のうち,早期に発症

する網膜剥離の原因にはいくつかのものが考えられている。まずⅠ型網膜症により生ずる

網膜剥離の原因が主として牽引性であることは認められているが,Ⅱ型,混合型のいわゆる

激症型の網膜症による網膜剥離については,従来滲出性のものではないかと考えられて来

ている。しかし,我々は眼底検査と共に超音波検査を行なっているが,この検査結果による

と,従来滲出性と考えられて来ている激症型の網膜剥離が,牽引性の要素の強いものである

ことを示していることがわかって来た。そこで今回,この結果を報告する。 


